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教科書は｢新聞｣、教室は日本中！

↑相手の意見には突っ込みと提案を。
マイナス発言は一切禁止でポジティブに。

山近義幸理事長代行の挨拶
　　　　　　　　　
　　　　　　　　

どんな日でも、講義の前に必ず行うのが「新
聞アウトプット」。毎日続ける、これが彼らの
力になっています。政治、国際、経済、企業、
消費、社会、偏ることなく取り上げます。
日本ベンチャー大學の教室は日本中なので、
常に屋根が付いた部屋が用意されているわ
けではありません。野外公園や神社、ファミ
レスなど、場所を探して、どこでも行います。
「今日は、やらなくていいか･･･」は、ありませ
ん。世界は常に動いているわけですから。

国分寺のとある公園にて

↑知ったかぶりは禁止。分からない事は、
素直に分からない、と。皆で教え合います。

←新宿のとある公園。さ
すが都会だけあって、東
京砂漠（？）新宿では、
なかなか場所探しに苦
労します。夏になると、
直射日光が少々キツく
なります･･･。

←桜の下は、さすがに
気持ちよかったですね･･･。
野外教室だから四季もダイレ
クトに感じることが出来ます。
虫も飛んできます。

←ラブリークィーンの井上会長
が世界一周から無事に帰国さ
れ、そのお迎えに上がった時。
待ち時間を利用して、フェリー
乗り場の待合室で行いました。
ガードマンさんからもジロジロと
視線を投げかけられました。

→ちゃんとした教室でも行
いますが、雨風をしのげ
る部屋は、本当にありが
たい・・・とつくづく感じるこ
とが出来るのです。

※通行人から「何、しているんですか？」

という質問には、すっかり慣れました。　

ここに注目！

四季を感じる

みんな、日経新聞を
読んでいます。


